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船橋市国民保護計画素案に対する意見募集の結果について 
 

平成１８年１１月２７日から１２月２６日の間、船橋市国民保護計画素案

に対する意見を募集しました。 
ご協力ありがとうございました。 
意見募集の結果について、お知らせいたします。 

 
１．意見募集の概要 
 
（１）意見募集期間 
   平成１８年１１月２７日（月）から１２月２６日（火）まで 
  
（２）募集結果 
 
  ① 提出者数・意見数    ２人・４件 
 
  ② 提出方法 
            直接持参  ０人 
            郵送    １人 
            ＦＡＸ   ０人 
            Ｅメール  １人 
 
 
２．素案に対する意見の概要とその市の考え方 
 
番号 素案に対する意見の概要 市 の 考 え 方 
１ 他市との比較で特に船橋市として強

調したい考え方を明確にしてはいかが

か。 

県国民保護計画に基づき市国民保護計

画を作成することと国民保護法に規定さ

れていることから、県国民保護計画に記述

されている県において留意すべき事項を

踏まえ、本市の地理的、社会的条件を考慮

し、「本市における留意事項」として第１

編第４章に記述しております。 
２ 公助、共助に関しては、良いと思いま

すが、生命、財産を保護する意味で市民

の自助の部分の「あるべき姿」に関して

市国民保護計画には、国民保護法に基づ

き警報の伝達や避難などの国民保護措置

に関する事項や体制に関する事項を記述
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追記してはどうか。（公助、共助、自助

のセットで保護） 
することになっていることから、自助に関

する事項の記述はありません。ただ、市国

民保護計画に自助についての記述がなく

とも、災害に対する自助ということから、

自然災害時の自助（家庭での備蓄や家族で

の避難についての話し合い等）と同様に住

民に対し啓発を図っていきたい。 
３ 船橋市国民保護計画と一般防災は違

うかも知れませんが、この際、市民へ本

計画書の理解と市民参加の防災訓練を

徹底させる施策を計画されてはと思い

ます。 

住民の国民保護の訓練への参加は、住民

の自発的な意思により協力をするものと

されており、強制とはならないよう配慮す

るものとされております。ただし、武力攻

撃事態等において住民が適切に行動する

必要があることから、訓練も重要なことと

認識しております。今後、国民保護措置と

防災上の措置との間で相互に応用が可能

な項目については、国民保護措置について

の訓練と防災訓練とを有機的に連携させ

てまいりたいと考えております。 
４ 寝たきり等の要援護者の避難にあた

って避難施設等を配慮してほしい。 
現在、自然災害時の要援護者への対応に

ついて、大規模災害応急対策検討委員会の

要援護者対策部会を設け、２次避難所（福

祉避難所）の設置等を含め調査・研究して

いるところです。国民保護計画において

も、第２編第１章第５で「災害時要援護者

の支援体制の整備」で記述しております

が、その具体的方策については地域防災計

画の見直しに併せて規定してまいります。 
問合せ 防災課 ０４７－４３６－２０３８ 
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